
 令和８年度　新型コロナウイルス感染症と予防接種について 

 

 

新型コロナウイルス感染症とは 

　新型コロナウイルス感染症は、新型コロナウイルスに感染することによって起こります。新型コロナウイルス感染症に

かかった人の咳やくしゃみで出るしぶきを吸い込むことや、ウイルスが付着した手で口や鼻、目などの粘膜を触れる

ことによって感染します。 

　主な症状は、発熱、咳、全身倦怠感ですが、頭痛、下痢、結膜炎、嗅覚障害、味覚障害等の症状がみられることが

あります。高齢者では重症化しやすいことも特徴です。 

 

新型コロナウイルス感染症の予防 

1. マスクの着用など、咳エチケットを心掛けましょう。 

2. 外出時は、帰宅したら流水と石けんで手洗いをしましょう。アルコール製剤による手指消毒も効果がありま

す。 

3. こまめに換気を行いましょう。 

 

新型コロナウイルス感染症予防接種の有効性 

新型コロナワクチンについては、有効性や安全性が確認された上で薬事承認されており、さらに、国内外で

実施された研究などにより、新型コロナウイルス感染症にかかった場合の入院や死亡等の重症化等を予防する

重症化予防効果が認められたと報告されています。 

2024/25 シーズン（令和６年秋冬の接種）において用いられたＪＮ．１系統対応ワクチンの効果として、新型コロ

ナウイルス感染症による入院を約 45～70％程度予防した等の報告が国内外でなされています。（令和７年７月

時点） 

出典：厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの有効性・安全性について」 

 

接種対象者 

三条市に住所を有し、かつ下記の ① ② のいずれかに該当する人が対象です。 

① 接種する日において満 65 歳以上の人 

② 接種する日において満 60～64 歳で、心臓・じん臓もしくは呼吸器の機能に障がいがある人又はヒト免疫

不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがある人（それぞれ身体障害者手帳１級相当） 

 

予防接種を受けることができない人 

1. 明らかに発熱（一般的に、体温が 37.5℃以上）のある人 

2. 重篤な急性疾患にかかっている人 

3. 予防接種の接種液に含まれる成分によってアナフィラキシー(※)を起こしたことが明らかな人 

※ 通常、接種後約 30 分以内に起こるひどいアレルギー反応のことで、発疹、じんましん、赤み、かゆみ、呼

吸困難などがみられます。 

4. その他、医師が不適当な状態と判断した場合

 

 

 

 

予防接種を受ける際に、担当医師とよく相談しなくてはならない人 

1. 心臓病、じん臓病、肝臓病や血液疾患などの基礎疾患がある人 

2. 予防接種後２日以内に発熱のみられた人及び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状があった人 

3. 今までにけいれんを起こしたことがある人 

4. 過去に免疫不全と診断されている人及び近親者に先天性免疫不全症の人がいる人 

5. ワクチンの成分に対して、アレルギーが起きる恐れのある人 

6. 抗凝固療法を受けている人、血小板減少症又は凝固障害のある人 

 

同時接種について 

　医師が特に必要と認めた場合は、他のワクチンとの同時接種が可能です。また、他のワクチンとの接種間隔に

制限はありません。 

 

注意事項（予防接種を受ける前） 

1. この説明書をよく読んで、必要性や副反応について理解しましょう。 

2. 予診票は接種をする医師にとって、予防接種の可否を決める大切な情報です。基本的には、接種を受ける

御本人が責任をもって記入し、正しい情報を接種医に伝えましょう。 

3. 気にかかることや分からないことがあれば、予防接種を受ける前に担当の医師や看護師、三条市健康づくり

課に質問しましょう。十分に納得できない場合には、接種を受けないでください。

  

注意事項（予防接種を受けた後） 

1. 接種後は、接種部位を清潔に保ち、接種当日は激しい運動は避けましょう。 

2. 予防接種当日の入浴は差し支えありません。 

3. 予防接種を受けた後 24 時間は副反応に注意しましょう。特に接種後 30 分間は、急な副反応が起こること

があります。医師（医療機関）とすぐに連絡が取れるようにしておきましょう。 

 

副反応 

接種した場所の痛み、全身症状として疲労、倦怠感、頭痛、発熱などがみられることもありますが、通常数日で

症状がなくなります。 

また、まれに起こる重大な副反応として、mRNA ワクチンについては、ショックやアナフィラキシー、心筋炎、心

膜炎が知られています。組換えタンパクワクチンについては、ショック、アナフィラキシーが知られています。 

接種後数日の間に胸の痛み、動悸、息切れ、むくみなどの症状があった場合や、接種後に気になる症状を認

めた場合は、医師に相談してください。 

 

予防接種による健康被害救済制度について 

定期の予防接種によって、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障がでるような障がいを残すなど

の健康被害が生じた場合、予防接種と因果関係があると厚生労働大臣が認定すれば、市町村より給付を受ける

ことができます。 

健康被害救済制度に関しては、三条市健康づくり課健診係へ御連絡ください。 

 新型コロナウイルス感染症予防接種は、接種を受ける法律上の義務はありません。自らの意思と

責任で接種を希望される方のみ接種を行いますので、十分に納得した上で受けてください。

 【問合せ】三条市健康づくり課 健診係　　電話 34－5443（直通）


